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「独立開業」 

 

1. 中高年による起業の促進に向けて～「起業」が創る新たなセカンドライフ～ 

2. 起業「リスクの最小化を図る」ということ 

  ：「大失敗からのビジネス学」（角川書店 2002 和田 一夫著 20～21 ページ） 

3. 人真似ではない自分だけのもの（「大失敗からのビジネス学」 16～17 ページ） 
4.（参考） 地域経営へ向けた独立＝「過去の経験と知恵によるＳＯＨＯ思想の共同体」 

        ：各地区「事業支援フォーラム」（仮称）設立検討 

 

 

1.中高年による起業の促進に向けて～「起業」が創る新たなセカンドライフ～ 

通商産業省【シニアベンチャー研究会 報告書】《要旨》 

 

本報告書は、「起業する際の留意点」として、部分引用する。 

 

1）起業に関して影響を与えたこと 

  ・起業した者の半数以上が、 

「勤務先で技術やノウハウを修得したこと」を理由として挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）起業する中高年者の特徴 

 

（１）安定収入型 

 

・個人又は少数の従業員を雇いながら、規模は小さくとも安定 した収入を得ることを第

一の目的とする起業形態。多くの中高 年者が、この形態を志向。①会社勤務中に得たス

キルを継続的 に活用する場合や②新たなスキルを身に付ける場合が一般的。 
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「安定収入型」の起業の事例 

 

  ① 半導体製造装置メーカー取締役から情報関連コンサルタントに転身（Ａ氏） 

 

Ａ氏は、世界的な半導体製造装置メーカーで、技術・開発に携わり取締役まで勤 

め上げた。55 歳で、ベンチャー企業を起こし、60 歳から情報システム分野のコン

サルタントに転じた。 

 

② 大手素材加工メーカー退職後、チーズケーキ専門店を開業（Ｂ氏） 

 

Ｂ氏は、ジェネラリストとして、大手素材加工メーカーに定年まで勤めた。 

老後にチーズケーキ製造に取り組み、62 歳で開業した。 

③ 大手電気メーカーを退職後、健康喫茶店を起業（Ｃ氏） 

 

Ｃ氏は、長年、家電メーカーに勤務したが、56 歳の時に、「全く違う畑でチャレ 

ンジしたい」と、関心のあった健康茶喫茶店の開業をした。 

 

④ 広告代理店ＣＦクリエーターから植木屋へ転身（Ｄ氏） 

 

    Ｄ氏は、大手広告代理店を５７歳で退職した。趣味で植木いじりしていたことか 

ら、造園の補助作業員として２年間の修業を積んだ後、59 歳で起業した。 

 

 

 （２）ハイポテンシャル型 

 

・積極的な投資を行うことによって、事業を拡張し、高いリターンを志向する起業形

態。就業時代に身につけたスキルを活用するケースが多い。 

 

・「ハイポテンシャル型」の起業の事例  

 

① 最大手役員を辞め、自らの志向に合ったカー用品会社を起業（Ｅ氏） 

 

Ｅ氏は、カー用品業界最大手会社の常務であったが、効率性重視の経営方針に違 

和感を感じ、49 歳の時に退職した。Ｅ氏は、顧客のニーズに応じたサービスを提 

供すべく、新たにカー用品店を起業した。 

 

② 工務店役員を辞め、キャッシュフロー経営の建設会社を起業（Ｆ氏） 

 

Ｆ氏は、工務店に入社したが、その後倒産した。次に移った工務店では、支店を 

立ち上げ、取締役にも就任した。キャッシュフロー重視の経営を行いたいため、 
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44 歳の時に社長の許可をもらい独立した。 

 

③ メーカー研究部長からＬＳＩ、通信システム等の開発会社を起業（Ｇ氏） 

 

Ｇ氏は、大手メーカーにおいて研究部長を勤めていたが、顧客の注文通りのＬＳ

Ｉを設計し、生産は外部に委託することで、設備投資競争と決別することを目指

した提案が、受け入れられず、49 歳のときにスピンオフし、ＬＳＩ設計、通信シ

ステム等の開発を行う会社を起業した。  

 

④ テフロン会社に続き、介護サービス会社を起業（Ｈ氏） 

 

Ｈ氏は、大手不動産会社の草創期に、種々の事業の立ち上げに携わってきた。 

    退職後、テフロン開発会社を起業した。 

    事業が軌道にのった後に、その会社の経営を後継者に譲り、52 歳の時、ミニホー 

    ム付きのデイケア・サービスの会社を始めた。 

 

⑤ 大学の研究者から医薬品開発会社を起業（Ｉ氏） 

 

Ｉ氏は、大学薬学部において、寄付講座の客員教授を勤めていたが、自分の提案 

した研究テーマは大学では認められなかった。 

このテーマを事業化するために、54 歳のときに起業に踏み切った。 
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3) 中高年者による起業へのステップと起業の具体的オプション 

 

① 自分が有するポテンシャルを再確認すること。 

② 将来の明確なプランを持つこと。 

③ 起業に有用な得意分野を身に付けること。 
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2. 起業「リスクの最小化を図る」ということ＊事業-14・15「ＬＬＰ：ＬＬＣ」参照 

  ：「大失敗からのビジネス学」（角川書店 2002 和田 一夫著 20～21 ページ） 

 
 
   ① 何かを始める際、「リスクの最小化を図る」のも大切である。 

「失敗を恐れてはいけない」という心構えと矛盾しているように思われるかもしれ

ないが、そうではない。 
現在は、「失敗を恐れる必要のない時代」であるとともに「失敗するのが当たり前の

時代」になっているともいえるのだ。 
他の誰もが考えつかないところ、成功の可能性が低いと思われているところに飛び

込んでいってこそ、他の人間が掴めない大きなチャンスに巡り合えるのである。 
そして、そうしたビッグビジネスを求めるならば、何度、失敗に直面してもおかし

くない。 
 

   ② 失敗を「前提」にして起業するのでは道は拓けてこない。 
だが、失敗に対する「防衛策」を考えておくのは賢明なことである。 

      何度失敗してもいいんだと割り切れているような人であるなら、「やり直し」をし
易くさせる方法論もあるものだ。 

 
   ③ リスクというのは、「お金の問題」と「時間の問題」の二つにある。 
      金銭的な部分でのリスクの最小化を図るのならば、できるだけお金を使わないで済

む方法を考えることだ。 
「そんなに虫のいい話はない」と思われた読者の方もいるかもしれない。 

      だが、実をいうと、この問題は、「二十一世紀型の起業」を考えるうえでは非常に
重要なポイントになってくる。 
 

   ④ 大企業が半導体事業への投資に失敗したように、これからは「資本投資」の時代で
はなくなる。現代は、いかに資本を投下しないで成功につなげられるかが問われる

「ゼロから出発」する時代であり、「アイデアが最大の武器」になっている時代で

ある。 
 

   ⑤ できるだけお金を使わないようにするのは、ネガティブな発想なのではなく、事業
内容を考えるうえでの重要な出発点である。 

      そして、この考え方を発展させたならば、こうした時代に合わせた起業マニュアル
というのも見えてくる。 
 

   ⑥ 「自己資金のすべてを一気に投入しない」「借入金をつくらない形で起業する」と
いう単純きわまりないやり方がそれである。 
これは、「資金をどれだけ持っているのか」「どの程度の成功を求めているのか」

ということによっても変わってくるケースバイケースの発想となるが、基本とし

て、こうした資金面での問題を見直してみるのもいいはずだ。         
 
   ⑦  また、時間のリスクに関していえば、「ダメたったときにはすぐに撤退する潔さ」

も必要になってくる。 
      たとえば、半年間事業を続けてみたのに、どこにも成功の兆しが見えなかったとす

る。以前であれば、それくらいの時間は辛抱の範囲といえたかもしれない。だが、
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現在では、1年が過去の 10年にも匹敵する時間の流れになっているのだ。 
いわば、半年間、芽が出なかったというのは「5年間やっても芽が出なかったこと」
を意味する。 

 
   ⑧ 「お金」と「時間」のリスクを極力抑えるというのは、ネガティブな発想ではなく、

21世紀型のやり方である。 
      やり直しは何度でもきく。まだ、やり直しがききやすいようにしておけばいい。 

そうして、失敗を繰り返していけば、やがて大きな成功を手にできるに違いない。 
  
3. 人真似ではない自分だけのもの（「大失敗からのビジネス学」 16～17 ページ） 

 

   ① スタートを切られるという確信が得られたときでも、「それが単なる人真似」にな
っていないかをもう一度、見定めておくのも必要である。 
 

② 一見、オリジナリティがないように見える事業が成功することもある。 
そうしたケースにおいても、その発想と方法論を探っていけば、どこかの部分で必

ず人真似ではないオンリーワンを持っているものである。 
      また、“どこかで誰かが、あるやり方で何かを売っているのが成功している”とい

ったことを耳にしたとき、自分も同じことをやれば成功できる、と考えるのは大間

違いである。 
 

   ③ たしかに、そのやり方に対して 100パーセントのコピーができるのならば、「オリ
ジナル」に追随することで成功するケースもあるかもしれない。だが、オリジナル

の事業には必ず、他人には「気付かれない何か」かがあるはずなのだ。 
100パーセントのコピーをしているつもりでも、実はそうはなっていないことが、
案外多い。 
 

④ 第一歩を踏み出すときに、その方向性を見誤っていては話にならない。 
      これからやろうとしている事業が「本当に自分がやりたいことであるのかどうか」、

そしてそこに、たとえ一点であっても「人真似ではない自分だけのものがあるのか

どうか」ということについては、自分自身に何度、問い掛けてみてもいいはずであ

る。 
 

4.（参考） 地域経営へ向けた独立＝「過去の経験と知恵によるＳＯＨＯ思想の共同体」 

        ：各地区「事業支援フォーラム」（仮称）設立検討 

 

 1）21 世紀型起業に関して考察 

 

 Ａ.「過去の経験と知恵によるＳＯＨＯ思想の共同体」：「事業支援フォーラム」を設立。 

 

Ｂ.「事業支援フォーラム」の目指すところは、別に定める「生涯現役を目指して：事業 

化の方向と方策」に寄与する「人財ネットワーク」である。 

 

① シニア世代のビジネスの経験と知恵を結集し、中小企業の存続と発展に寄与す 
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  る人財ネットの構築にある。 

 

 ②「社会起業家」として、「地域経営を協働する仕事」を創造する。 

 

③ インターネットを媒体とした情報交換により、新事業の構築とビジネスモデ 

ルを作り上げる。 

 

④ 各分野の経験者による細分化した各専門分野のアドバイザーを｢ビジネス・プ

ランナー｣と呼称する。 

Ｃ. ① ビジネス・プランナーは、自らのビジネス経験に基づく、他者と差別化でき

るビジネスノウハウを基にした起業家。 

② 及び、他者と差別化できるビジネスノウハウを基に事業化に寄与できるアド

バイザーも「ビジネス・プランナー」と呼称する。 

③ ビジネスノウハウは、高度な専門分野でなくとも、各職種を細分化していく

と，様々な個性あふれるノウハウが存在し、この個性の組織化：交流化を深

め、「ビジネス毎に編成される人財マッチング＝事業支援フォーラム」を構

築する。 

④ 「交流と研修のためのビジネス・プランナー・ゼミナール」を開催 

   Ｄ．「求められるビジネス・プランナーの分野」 

経営部門 経営戦略 経営管理 経営分析 新規事業 多角化 

組織運営 組織：人事 

採用：賃金 

営業：販売 ＩＴ：情報 

システム 

幹部・一般 

教育 

 

専門部門 マーケティ

ング 

財務：総務 

労務 

物流 製造部門： 

仕入部門 

新商品開発

新技術開発 

管理 売掛債権 サービス 経費削減 海外 ＩＳＯ関係 

法務 法務 知的財産 年金：保険   

福利厚生 健康関係 メンタルヘ

ルス 

福利厚生   
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